


��
○自宅近くの道路ほど安全確認の徹底を。�
○たとえ信号が青でも周りをよく見渡しながら渡
りましょう。�
○車の直前や直後の横断はやめましょう。�
�
�
○信号のない交差点では一時停止して安全を確認
しましょう。�
○歩道通行中も車に対する警戒を。�
�
�
○通り慣れた交差点でも意識的に安全を確認しま
しょう。�
○車の流れが遅い道路では先々の状況にまで目配
りしましょう。�

�
�
�
○ドライバー自身が「飲んだら乗らない」を厳守
するのは当然のことですが、周りの人も、ドラ
イバーに酒をすすめたり提供しないようにしま
しょう。�
○また、酒を飲んだ人が運転しようとしていると
きは、代行運転をすすめるなどして、それを阻
止しましょう。�
◎飲酒運転による事故が起きた場合、そのドライ
バーと一緒に酒を飲んでいた人や、酒類を提供
した店の店員らも、飲酒運転を暗に認めた、と
して「飲酒運転ほう助」の罪に問われることが
あります。�

歩行者の交通安全� ドライバーに酒をすすめない！�
酒を飲んだら運転させない！�

自転車の交通安全�

ドライバーの交通安全�

第
１
　
産
業
の
振
興�

１．

農
林
業
の
振
興�

�

①
農
業
生
産
基
盤
の
活
用
・
充
実�

�

　
土
地
改
良
や
草
地
更
新
な
ど
地

力
向
上
を
図
り
、
経
営
を
圧
迫
し

な
い
基
盤
整
備
を
継
続
す
る
と
と

も
に
老
朽
施
設
の
更
新
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
優
良
農
地
の
遊
休
化

防
止
や
農
地
流
動
化
を
図
り
生
産

基
盤
の
有
効
活
用
を
進
め
ま
す
。�

�

②
農
業
生
産
の
効
率
化�

　
農
業
経
営
の
体
質
の
強
化
を
め

ざ
し
、
更
な
る
農
業
振
興
を
図
る

た
め
交
付
金
制
度
の
活
用
や
制
度

資
金
等
に
よ
る
経
営
近
代
化
を
促

進
し
ま
す
。�

�

③
ク
リ
ー
ン
農
業
の
推
進
・
ブ
ラ

　
ン
ド
化
の
促
進�

�

　
食
へ
の
安
全
・
安
心
ニ
ー
ズ
に

答
え
る
た
め
、
土
づ
く
り
を
は
じ

め
循
環
型
農
業
の
取
り
組
み
に
よ

る
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式

の
導
入
を
進
め
る
と
と
も
に
、
米

及
び
畑
作
物
や
畜
産
の
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
に
よ
る
流
通
の
優
位
性
を

高
め
ま
す
。�

�

④
後
継
者
・
担
い
手
の
育
成�

�

　
各
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
後
継
者
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

団
塊
の
世
代
等
を
対
象
と
し
た
新

規
就
農
者
や
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
就
農

者
等
の
誘
致
や
農
業
生
産
法
人
な

ど
の
確
立
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、

認
定
農
業
者
等
の
担
い
手
を
中
心

と
し
た
農
用
地
の
利
用
集
積
化
や

集
落
営
農
組
織
の
構
築
と
育
成
を

促
進
し
ま
す
。�

�

�
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の

　
推
進�

�

　
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の

Ｐ
Ｒ
や
事
業
内
容
の
拡
充
等
に
努

め
、
村
外
か
ら
の
参
加
者
確
保
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
や
誰
も
が
参
加
し
た
く

な
る
事
業
内
容
を
検
討
し
、
リ
ピ

ー
タ
ー
の
維
持
及
び
新
規
参
加
者

の
確
保
を
図
り
ま
す
。�

�

�
特
産
販
売
施
設
の
整
備�

�

　
こ
ぶ
し
の
里
を
核
と
し
て
、
各

種
施
策
と
有
機
的
な
結
び
つ
き
を

構
築
し
、
更
な
る
誘
客
を
図
る
た

め
、
積
極
的
に
協
力
・
支
援
を
行

い
ま
す
。�

２．

商
業
・
流
通
の
活
性
化�

�

①
地
域
商
業
の
育
成�

�

　
商
業
者
の
新
し
い
取
り
組
み
に

つ
い
て
利
子
補
給
等
負
担
の
軽
減

を
図
る
と
と
も
に
、
後
継
者
の
育

成
等
を
指
導
・
協
力
・
支
援
す
る

し
く
み
を
検
討
し
ま
す
。�

②
商
店
街
環
境
の
充
実�

�

　
商
店
街
周
辺
の
利
便
性
・
安
全

性
の
確
保
を
進
め
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
・
事
業
者
等
と
連
携
し

交
流
人
口
の
誘
致
を
図
り
ま
す
。�

�

③
活
性
化
推
進
体
制
の
強
化�

�

　
商
工
会
の
活
動
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
他
団
体
・
分
野
が
連
携

し
た
活
性
化
政
策
の
研
究
・
実
践

を
支
援
し
ま
す
。�

３．

工
業
の
振
興�

�

①
既
存
企
業
の
育
成
と
地
場
産
業

　
の
連
携
促
進�

�

　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
既
存
企

業
の
技
術
力
向
上
や
経
営
体
質
改

善
へ
の
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、

企
業
・
産
業
間
の
連
携
を
強
化
し
、

商
品
開
発
や
流
通
・
販
売
ル
ー
ト

の
開
拓
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支

援
し
ま
す
。�

�

②
企
業
誘
致
活
動
の
促
進�

�

　
企
業
誘
致
の
推
進
や
Ｐ
Ｒ
を
進

め
ま
す
。�

�

４．

新
し
い
産
業
の
創
出�

�

①
商
品
開
発
、販
売
戦
略
等
の
充
実�

�

　
様
々
な
主
体
の
連
携
の
中
で
、

多
様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
や
本

物
志
向
に
対
応
す
る
ニ
ー
ズ
把
握

の
機
会
や
評
価
を
得
る
し
く
み
を

強
化
し
、
商
品
化
・
サ
ー
ビ
ス
開

発
に
結
び
つ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

ま
た
、
販
売
戦
略
・
Ｐ
Ｒ
活
動
な

ど
の
高
次
元
化
を
め
ざ
し
た
取
り

組
み
を
支
援
し
ま
す
。�

�

②
加
工
等
付
加
価
値
の
向
上�

�

　
１
・
５
次
製
品
の
研
究
開
発
・

商
品
化
を
は
じ
め
、
１
次
産
業
と

商
業
・
観
光
等
の
連
携
に
よ
る
玉

川
村
な
ら
で
は
の
新
産
業
の
進
展

に
取
り
組
む
た
め
、
起
業
支
援
の

し
く
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。�

�

③
人
材
育
成
の
強
化�

�

　
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
各
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
通
し
、
研
究
・

学
習
機
会
を
拡
充
す
る
な
ど
ビ
ジ

ネ
ス
化
に
向
け
た
能
力
の
育
成
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
団
塊
の
世
代

等
の
経
験
や
技
術
を
継
承
し
、
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。�

５．

雇
用
対
策
の
推
進�

�①
雇
用
対
策
の
促
進�

�

　
関
係
機
関
・
広
域
的
な
連
携
に

よ
り
、
雇
用
情
報
の
流
通
促
進
を

図
る
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
就
業
者
保
護
の
徹
底
を
呼
び

か
け
て
い
き
ま
す
。�

６．

消
費
生
活
対
策
の
促
進�

�①
消
費
生
活
の
向
上�

�

　
消
費
生
活
に
関
わ
る
様
々
な
学

習
機
会
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
呼
び
か

け
を
強
化
し
ま
す
。�

�

第
２
　
村
の
魅
力
づ
く
り�

１．

交
流
事
業
の
推
進�

�

①
地
域
間
交
流
機
会
の
拡
大�

�

　
産
業
交
流
を
は
じ
め
と
す
る
目

的
を
持
っ
た
地
域
間
交
流
を
促
進

す
る
。
ま
た
、
阿
武
隈
川
サ
ミ
ッ

ト
に
よ
る
事
業
の
推
進
及
び
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
る
交
流
機
会

の
拡
大
を
図
り
ま
す
。�

�

②
都
市
農
村
交
流
活
動
の
促
進�

�

　
都
市
と
農
山
村
間
の
交
流
を
促

進
す
る
た
め
に
、
各
種
交
流
、
体

験
メ
ニ
ュ
ー
の
運
営
シ
ス
テ
ム
等

の
ソ
フ
ト
づ
く
り
を
進
め
る
と
と

も
に
、
交
流
活
動
推
進
の
た
め
の

指
導
者
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
育
成

を
図
り
、
消
費
者
や
来
訪
者
が
、

新
た
な
発
見
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
団
塊
の
世

代
を
は
じ
め
、
農
村
回
帰
を
求
め

る
都
市
居
住
者
と
の
交
流
を
促
進

し
、
二
地
域
居
住
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
者
居
住
を
図
り
ま
す
。�

�

③
交
流
活
動
の
促
進�

�

　
自
然
、
農
業
、
芸
術
・
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
た
民
間
レ

ベ
ル
で
の
交
流
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
観
光
面
も
含
め
た
交
流
活

動
の
促
進
を
支
援
し
ま
す
。�

２．

地
域
特
性
を
活
か
し
た
観�

　
光
の
振
興�

�

①
観
光
拠
点
の
形
成�

�

　
既
存
資
源
・
施
設
等
の
環
境
保

全
・
整
備
を
は
じ
め
、
隠
れ
た
資

源
の
掘
り
起
こ
し
・
提
供
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
に
向
け
、
調
査
研
究

を
進
め
ま
す
。�

②
観
光
情
報
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
等

　
の
発
信�

�

　
観
光
・
交
流
に
係
る
総
合
案
内

体
制
の
充
実
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類

を
作
成
し
、
季
節
の
魅
力
、
イ
ベ

ン
ト
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の

情
報
提
供
・
発
信
を
強
化
し
ま

す
。�

�

③
観
光
推
進
体
制
の
強
化�

�

　
住
民
・
団
体
・
事
業
者
に
よ
る

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
・
拡
大
を

支
援
す
る
し
く
み
を
検
討
し
ま

す
。�

�



広報たまかわ　平成18年12月� 　
国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」

と
い
う
）
は
、
加
入
者
の
皆
さ

ん
が
お
金
（
国
保
税
）
を
出
し

合
い
、こ
れ
に
国
な
ど
か
ら
の

補
助
金
を
加
え
て
、病
気
や
け

が
を
し
た
と
き
の
医
療
費
な
ど

に
充
て
る
助
け
合
い
の
制
度
で

す
。
今
月
号
で
は
、
医
療
費
や

国
保
税
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
と
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

平
成
17
年
度
の
村
の
国
保
医

療
費
の
概
況
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。�

国保加入者は減少�
　村の国保加入世帯と加入者は、平成 18年３月末現在で 1,204 世帯 ( 前年度比 15世帯の増 )、
3,040人 (前年度比58人の減)となっています。�
�

１年間の総医療費は約５億9,118万円�
　老人医療受給者を除いた全被保険者の年間総医療費は
約５億9,118万円で、前年度と比較して約6,762万円の
増、12.9％の大幅な伸びとなっています。�
　被保険者一人当たりでは約24万９千円 (前年度比約３
万１千円の増 )、被保険者別では一般被保険者が約22万
１千円 (前年度比約２万７千円の増 )、退職被保険者が約
46万１千円(前年度比約３万３千円の増)となっています。�
�

健康生活を維持し医療費の節約を�
　日々の生活の中で、自分の健康管理にはついつい無関心になりがちですが、健康なときから「健康
のありがたさ」を認識し、「自分の健康は自分で守る」という積極的な意志を持ち、健康づくりに努
めましょう。�
　私たちの医療機関へのかかり方も大切です。同じ病気で複数の医療機関を受診したりすることは、
検査や薬剤の投与などが重複するなど自分の体にも好ましくないばかりか、医療費がかさむ原因にも
なります。上手に受診し、医療費を大切に、そして有効に使うことは加入者の皆さんが負担する国保
税の軽減にもつながります。皆さん一人ひとりが日ごろから健康に留意し、医療費の適切な使い方に
心がけましょう。�

�

0 10

一般被保険者�

退職被保険者�

全体�

20 30 40 50
（万円）�

15年度�
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��

　
平
成
18
年
度
税
制
改
正
に
お

い
て
、
国
か
ら
地
方
へ
の
財
源

委
譲
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

公
的
年
金
に
係
る
源
泉
徴
収
税

率
の
引
下
げ
を
行
う
所
得
税
法

の
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。�

源
泉
徴
収
税
率�

▼
改
正
前
　
10
％�

▼
改
正
後�

◇
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提

出
さ
れ
た
方
＝
５
％�

◇
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出

さ
れ
な
か
っ
た
方
＝
10
％�

��

Ｑ
１．  

年
金
は
将
来
も
本
当
に

受
給
で
き
る
の
？�

Ａ
１．  

マ
ス
コ
ミ
等
で
そ
う
い

っ
た
報
道
が
あ
り
ま
す
が
、
国

民
年
金
は
国
が
責
任
を
も
っ
て

運
営
す
る
唯
一
の
年
金
制
度
で

す
。
今
後
、
支
払
額
の
２
分
の

１
は
保
険
料
以
外
の
税
金
で
負

担
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま

す
。
日
本
国
が
な
く
な
ら
な
い

か
ぎ
り
破
綻
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
国
の
試
算
に
よ
る
と
、

今
年
20
歳
の
方
で
も
支
払
っ
た

保
険
料
の
１
・
７
倍
以
上
受
給

で
き
ま
す
。�

Ｑ
２．  

３
カ
月
前
、
バ
イ
ク
の

交
通
事
故
で
車
椅
子
生
活
と
な

り
ま
し
た
。
障
害
年
金
が
受
け

ら
れ
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
？�

Ａ
２．  

国
民
年
金
は
老
後
だ
け

で
は
な
く
病
気
や
け
が
を
さ
れ

た
場
合
の
障
害
年
金
制
度
が
あ

り
ま
す
。
現
在
と
く
に
、
若
者

の
中
に
こ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
ま
す
。
郡
山
市
で
も

約
４，
０
０
０
人
が
障
害
年
金

を
受
給
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

保
険
料
を
き
ち
ん
と
（
一
定
期

間
以
上
）
納
め
て
い
た
か
、
免

除
、
学
生
特
例
等
の
承
認
を
受

け
て
い
る
こ
と
な
ど
が
要
件
と

な
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
に
注
意

を
・
・
。�

国
民
年
金
Ｑ
＆
Ａ�

平
成
18
年
度�

税
制
改
正
に
つ
い
て�

年金の受給手続など、お気軽にご相談ください。�
※年金手帳、基礎年金番号通知書をご持参ください。�

社会保険事務所�
出張相談日程表�

場所�

月�

1月� 25日（木）�
18日（木）�

31日（水）�

10：00～　�
15：00

石川町勤労青少年�
ホーム会議室�

須賀川市体育館�
会議室� 開催時間�

　
市
町
村
対
抗
で
争
わ
れ
る
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
が

11
月
19
日
、
白
河
市
か
ら
福
島
市
ま
で
の
96
・
２
㎞
、
16
区

間
で
行
わ
れ
、
玉
川
村
チ
ー
ム
は
総
合
38
位
、
村
の
部
で
９

位
と
健
闘
し
ま
し
た
。�

　
今
年
の
大
会
に
は
、
市

町
村
合
併
に
よ
り
市
町
村

の
数
が
減
少
し
た
た
め
、

53
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し

た
。�

　
午
前
７
時
50
分
に
白
河

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
７
区

の
郡
山
市
開
成
山
陸
上
競

技
場
ま
で
の
前
半
の
部
と
、

ゴ
ー
ル
の
福
島
県
庁
ま
で

の
後
半
の
部
で
、
16
人
の

選
手
が
一
本
の
タ
ス
キ
に

ふ
る
さ
と
の
名
誉
と
威
信

を
か
け
て
走
り
ぬ
き
ま
し

た
。�

　
選
手
の
皆
さ
ん
、
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て

応
援
し
て
い
た
だ
い
た
村

民
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。�

�

　２回目の１区だったので走りやすかったです。順
位は納得いかなかったのですが、昨年よりも良いタ
イムで走れたので良かったです。�

1
区�区�

小 針 春 香 �選手�

　昨年も同じ区間を走って順位を下げてしまったけ
ど、今年は上げることができたので良かったです。�

2
区�区�

車 田 毅 文 �選手�

　今回が初めての出場ですごく緊張しました。でも、
自分の走りができたので良かったです。�

3
区�区�

岡 部 貴 紀 �選手�

　３年前に走ったベストの記録を目標に練習して、
それをクリアする納得のいく走りができました。沿
道の村民の皆さん、応援ありがとうございました。�

4
区�区�

岩 谷 唯 義 �選手�

　納得のいく走りはできなかったが、タスキを次の
人に渡すことができて良かったです。応援してくだ
さった皆さん、本当にありがとうございました。�

5
区�区�

二 瓶 　 翼 �選手�

　大会前に足を故障してしまい、練習不足で不安で
したが、何とか自分の目標タイムをクリアできたの
で良かったです。�

6
区�区�

関 根 　 聡 �選手�

　今年初めて駅伝をやり、大会に出場できて良かっ
たです。本番では目標タイムを切れなかったので、
次にがんばりたいです。�

7
区�区�

小 林 隆 宏 �選手�

　悔いを残さないように走りたかったけど、悔いが
残ってしまいました。来年もふくしま駅伝を走って
がんばりたいです。�

8
区�区�

石 井 宏 樹 �選手�

　目標としていたタイムより少し遅れてしまいまし
た。中学生の中では最後だったけど、あきらめずに
走ったので良かったです。来年もがんばりたいです。�

9
区�区�

三 輪 葉 月 �選手�

　自分の役割を果たすことができました。力を出し
切ることができ、とても気持ちが良かったです。�

10
区�区�

吉 田 　 透 �選手�

　たくさんの方の応援があって気持ち良く走ること
ができました。タイムには不満が残りますが楽しく
走ることができました。ありがとうございました。�

11
区�区�

坂 本 和 子 �選手�

　あと８秒というところで区間賞をのがしてしまいました。
総合では19位でしたがもっといけるような気がしました。
１年間きちんと力をつけて来年は区間賞をとりたいです。�

12
区�区�

須 田 仁 幸 �選手�

　思った以上の走りができたので良かったです。�13
区�区�

関 根 昌 明 �選手�

　前半は良い走りができましたが、後半はあまり納得の
いく走りはできませんでした。でも、これも経験なので
来年に生かしたいと思います。ありがとうございました。�

14
区�区�

真野目雄樹�選手�

　タスキをつなぐことができなかったので悔しかっ
たです。でも自分なりに最後まで一生懸命走ること
ができたので良かったです。�

15
区�区�

小 林 智 里 �選手�

　最低限の走りはできたと思いますが、納得のいく走
りができなかったので残念です。来年は社会人として
参加し、ぜひ、納得のいく走りをしたいと思います。�

16
区�区�

吉 田 崇 章 �選手�

出
場
し
た
選
手
と
、
走
り
終
え
た
あ
と
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す�

19�
19.4�
　 22.1

38.9�
　 42.8�
　　    46.1

21.1�
 21.8�
　  24.9

一人当たりの医療費の比較�



　このほど、うつくしま福島・美ら島沖縄交流事業に
よる一行、27名が沖縄県から来村し、本村の商工会
女性部のメンバーなどと交流しました。�
　当日は、餅つきをしたり、それぞれの郷土料理を互
いに教え合いながら一緒に料理する郷土料理講習会、
そして、その料理を一緒に食べながらの昼食交流会が
行われ、参加者が料理を通してお互いの交流を深めま
した。�

　
芸
術
と
文
化
の
秋
を
む
か
え
、
今
年

も
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
文
化
体

育
館
な
ど
を
会
場
に
村
民
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
期
間
中
、
各
会
場
に
は
文
化
団
体
の

皆
さ
ん
や
、
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
か

ら
出
品
さ
れ
た
数
々
の
作
品
が
展
示
さ

れ
、
終
日
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。�

さわやかな秋晴れのもと、玉川路を疾走するランナー�

交通安全メッセージを読み上げる山崎会長�

　
こ
の
ほ
ど
、
村
内
の
各
小
学
校
で
学
習

発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
児
童
ら
が
今
ま
で

の
学
習
の
成
果
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。�

　
玉
川
第
一
小
学
校
の
学
習
発
表
会
は
「
玉

一
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、
川
辺
小
学
校
は

「
川
辺
っ
子
祭
り
」
、
須
釜
小
学
校
は
「
す

が
ま
っ
子
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
し
て
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
各
学
校
の

特
色
を
生
か
し
た
内
容
で
の
開
催
と
な
り
、

全
体
発
表
が
行
わ
れ
た
体
育
館
は
、
ど
の

学
校
も
満
員
の
状
態
で
し
た
。�

　10月25日に、ＪＲ東日本水戸支社営業部長から川
辺老人クラブに感謝状が贈られました。�
　同老人クラブでは、34年間にわたり、毎月川辺沖
駅周辺のゴミ拾いや草刈りなどの清掃活動を続けてい
ることから、その功績に対して贈られたので、当日は、
水郡線石川駅の斉藤駅長から、同老人クラブの矢部重
次郎会長に感謝状が伝達されました。�

　玉川第一小学校の校内マラソン大会が10月31日、
村民グランドをスタート、ゴール地点とするコースで
行われました。�
　大会には全児童が参加し、低学年は１km、中学年
は１．５km、高学年は２kmのコースを、今までの練
習の成果を十分出し切るように最後まで精一杯走りま
した。�
　付近には保護者などが大勢つめかけ、盛んに声援を
送っていました。�

　
い
ず
み
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
が
、
こ

の
ほ
ど
園
内
に
あ
る
畑
で
イ
モ
掘
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。�

　
春
に
苗
を
植
え
て
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

が
一
生
懸
命
手
入
れ
を
し
て
き
た
お
か
げ

で
豊
作
の
よ
う
で
、
子
ど
も
た
ち
は
掘
り

起
こ
し
た
大
き
な
イ
モ
に
、
歓
声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。�

　
掘
っ
た
イ
モ
は
、
翌
日
の
お
誕
生
会
に

大
学
イ
モ
に
し
て
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。�

　10月22日に泉中学校と須釜中学校の学校祭が一般公開され、�
弁論大会や音楽祭などを地域の方々に披露しました。�



�

灯
油
の
流
出
に
注
意
！�

　
毎
年
、
こ
れ
か
ら
の
時
季
は
灯

油
の
流
出
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

流
出
事
故
の
原
因
は
、
次
の
よ
う

に
う
っ
か
り
ミ
ス
が
大
半
で
す
。�

◇
給
油
中
に
そ
の
場
を
離
れ
、
灯

油
缶
か
ら
灯
油
を
あ
ふ
れ
さ
せ

て
し
ま
っ
た�

◇
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
栓
を
し
っ
か

り
閉
め
て
い
な
か
っ
た
た
め
灯

油
が
漏
れ
出
し
た�

◇
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
配
管
等
が
劣

化
し
て
い
た
た
め
灯
油
が
漏
れ

出
し
た�

　
灯
油
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
次

の
こ
と
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。�

◇
給
油
中
に
は
目
を
離
さ
な
い�

◇
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
栓
の
閉
め
具

合
を
確
認
す
る�

◇
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
等
の
灯
油
の
貯

蔵
設
備
を
点
検
す
る�

　
灯
油
等
が
川
へ
流
出
し
た
場
合
、

水
道
、
農
業
用
水
、
工
業
用
水
、

養
魚
池
等
の
取
水
停
止
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。�

　
も
し
も
灯
油
等
が
流
出
し
た
り
、

灯
油
等
の
流
出
を
見
つ
け
た
ら
、

消
防
署
、
ま
た
は
役
場
住
民
税
務

課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

阿
武
隈
川
水
系
水
質
汚
濁
対
策

連
絡
協
議
会
上
流
支
局
）
福
島

河
川
国
道
事
務
所
河
川
管
理
課
）�

　
０
２
４
―
５
３
９
―
６
１
２
９�

電
話
帳
を
配
達
・�

　
　
　
　
回
収
し
ま
す�

�

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
福
島
支
店
で
は
、

12
月
中
に
順
次
新
し
い
電
話
帳
（
平

成
19
年
１
月
発
行
）
を
各
ご
家
庭
、

事
業
所
へ
お
届
け
し
ま
す
。
そ
の

際
、
現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、

新
し
い
電
話
帳
と
お
取
替
え
し
ま

す
の
で
、
配
達
員
へ
お
渡
し
く
だ

さ
い
。�

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
球
環
境
保
護

と
し
て
、
回
収
し
た
古
電
話
帳
か

ら
新
し
い
電
話
帳
を
作
る
「
電
話

帳
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
ご
不
在
時

等
で
配
達
員
に
古
い
電
話
帳
を
渡

せ
な
か
っ
た
場
合
、
後
日
改
め
て

回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、「
タ
ウ

ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
お
届
け
す
る
電
話
帳

の
変
更
や
配
達
冊
数
の
変
更
に
つ

き
ま
し
て
も
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ�

　
０
１
２
０
―
５
０
６
―
３
０
９�

�

ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

　
　
国
の
教
育
ロ
ー
ン�

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
大

学
、
短
大
、
専
修
学
校
、
各
種
学

校
や
外
国
の
学
校
等
に
入
学
・
在

学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
方

を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

で
、
こ
れ
ま
で
に
４
０
０
万
人
を

超
え
る
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。�

▼
融
資
額
　
学
生
一
人
あ
た
り
２

０
０
万
円
以
内�

▼
利
率
　
年
２
・
３
％�

　
（
11
月
10
日
現
在
）�

▼
返
済
期
間
　
10
年
以
内
（
母
子

家
庭
・
交
通
遺
児
家
庭
の
方
は

１
年
の
延
長
が
可
能
）�

▼
使
い
み
ち
　
入
学
金
、
授
業
料
、

教
科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
の
敷
金
・

家
賃
な
ど�

▼
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等
払

（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
可
能
）�

▼
保
証
　
（財）
教
育
資
金
融
資
保
証

基
金
ま
た
は
連
帯
保
証
人
１
名

以
上�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
郡
山
支
店�

　
０
２
４
―
９
２
３
―
７
１
４
０�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

http://w
w
w
.kokukin.go.jp/�

　いちばん確実な方法は、予防接種を受けること。とく

に65歳以上の高齢者や慢性の呼吸器疾患、心臓病など持

病のある人や乳幼児は感染すると重症化しやすいので、

流行する前の接種を心がけましょう。�

�

　インフルエンザの流行する時期は、風邪も流行する時

期。風邪のウィルスは手などを介して感染するため、こ

まめに手を洗う習慣をつけましょう。�

�

　うがいはのどを清潔にし、ウィルスをとりつきにくく

する効果が期待できます。外出から戻ったら必ずうがい

をする習慣を身に付けましょう。�

　寒さは呼吸器の血液循環を悪くし、からだの抵抗力を

弱めます。からだを冷やさないようにあたたかい食事を

とったり、外出時はあたたかい服装を心がけましょう。�

�

○流行時にはできるだけ人混みに行かない。�

○多く人が集まる場所を避ける。�

○人からうつされない、人にうつ

　さないためにもマスクをする。�

�

　
子
ど
も
へ
の
虐
待
が
頻
発
し
、社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、高
齢
者
へ
の
虐
待
も
、

近
年
、深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

15
年
に
厚
生
労
働
省
が
行
な
っ
た
調
査
で
は
、

虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
の
う
ち
、約
１

割
が
生
命
に
関
わ
る
危
険
な
状
態
で
あ
り
、

約
半
数
が
心
身
の
健
康
に
悪
影
響
が
あ
る

状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、平
成
18
年
４

月
に『
高
齢
者
虐
待
防
止
法
』が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
法
律
は
、65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
擁
護
者
か
ら
の
虐
待
や
、擁
護
施
設
従

事
者
等
に
よ
る
虐
待
が
防
止
さ
れ
、高
齢
者

の
尊
厳
が
保
持
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、虐
待
は『
処
罰
』の
対
象
で
は
な
く
、

『
保
護
』
と『
支
援
』が
対
象
と
な
る
こ
と
が

特
徴
と
な
っ
て
お
り
、高
齢
者
の
尊
厳
を
守

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、養
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。�

�
①
身
体
的
虐
待�

暴
力
行
為
な
ど
で
身
体
に
あ
ざ
、痛
み
等

を
与
え
る
行
為�

②
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任(

ネ
グ
レ
ク
ト)�

介
護
や
生
活
の
世
話
を
行
な
っ
て
い
る
家

族
が
、そ
の
提
供
を
放
棄
ま
た
は
放
任
し
、

高
齢
者
の
生
活
環
境
や
高
齢
者
自
身
の

身
体
・
精
神
的
状
態
を
悪
化
さ
せ
て
い
る

こ
と�

③
心
理
的
虐
待�

脅
し
や
侮
辱
な
ど
の
言
語
や
威
圧
的
な

態
度
、無
視
、嫌
が
ら
せ
等
に
よ
っ
て
精
神

的
、情
緒
的
苦
痛
を
与
え
る
こ
と�

④
性
的
虐
待�

本
人
と
の
間
で
合
意
が
形
成
さ
れ
て
い
な

い
、あ
ら
ゆ
る
形
態
の
性
的
な
行
為
ま
た

は
そ
の
強
要�

⑤
経
済
的
虐
待�

本
人
の
合
意
な
し
に
財
産
や
金
銭
を
使

用
し
、本
人
の
希
望
す
る
金
銭
の
使
用
を

理
由
な
く
制
限
す
る
こ
と�

�

　
虐
待
を
し
て
い
る
養
護
者
本
人
に
は
虐

待
を
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
な
い
場
合
が

多
く
、家
族
内
の
虐
待
は
発
見
し
に
く
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
深
刻
な
状
況
に
な
る
前
に
、

周
り
で
気
付
い
た
方
が
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
連
絡
を
受
け
れ
ば
、

高
齢
者
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、養
護
者
の
方
の

力
に
も
な
れ
ま
す
。�

▼
相
談
窓
口�

　
玉
川
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
57
―
４
６
２
０�

　
24
時
間
相
談
電
話�

　
　
　
０
８
０
―
５
２
２
０
―
４
６
２
３�

　
　
　（
児
童
相
談
と
併
用
）�

予防接種(ワクチン)作戦� からだをあたためる作戦�

ウィルスから避難する作戦�

うがいでのどを清潔にしておく作戦�

手洗い作戦�

《
虐
待
の
種
類
》

《
高
齢
者
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
》

《
早
期
発
見
す
る
た
め
に
》

《
虐
待
の
種
類
》

うがい
�

予防�

接種�

手洗い�

マスク�

「
油
断
大
敵
」

「
油
断
大
敵
」�

「
油
断
大
敵
」

「
油
断
大
敵
」�

「
油
断
大
敵
」�



　下記の方々から社会福祉活動資金として寄付
をいただきました。厚く御礼申し上げます。�

（村社会福祉協議会）�

川 辺 �

　 〃 　 �

　 中 　 �

　 〃 　 �

南 須 釜 �

　 〃 　 �

北 須 釜 �

岩 谷 　 優 規 �

仁井田　  三 郎�

佐 藤　  ハルイ�

鈴 木 　 新 造 �

塩 澤 　 重 男 �

塩 澤 　 義 二 �

鈴 木 　 一 善 �

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

最低賃金（産業）名� 最低賃金額(1時間)

６１８円�

７２５円�

�

６８５円�

�

７１９円�

７１３円�

７１１円�

効力発生年月日�

１８．１０．１�

�

�

�

１８．１２．１�

福 島 県 最 低 賃 金 �

非 鉄 金 属 製 造 業 �

�

�

�

輸送用機械器具製造業�

精 密 機 械 器 具 製 造 業 �

自 動 車 小 売 業 �

電 気 機 械 器 具 製 造 業 �
情報通信機械器具製造業�
電子部品・デバイス製造業�

（下記５産業を除く全産業）�

地区名� 死　亡　者� 世帯主名�

川　辺�

　中　�

　〃　�

南須釜�

北須釜�

四辻新田�

仁井田　チヨヲ�

佐　藤　和　興�

塩　澤　ナカイ�

塩　澤　藤　雄�

鈴　木　和　子�

須　田　ツ　ネ�

チヨヲ�

和興�

ナカイ�

藤雄�

一善�

三枝子�

（１１月届出分）�

（１１月届出分）�

地区名� 出生児氏名� 保護者名�

小　高�

岩法寺�

　〃　�

　〃　�

竜　崎�

南須釜�

　吉　�

吉 田 　 優 希 �

石 森 　 　 将 �

大 竹 　 悠 紀 �

草 野 　 椿 葵 �

遠 藤 　 　 華 �

吉 村 　 治 希 �

有 賀 き ら り �

健一�

栄�

敏幸�

孝弘�

宏一�

和美�

諭�

　　　  ゆう　  き�

　　　　　　 しょう�

　　　  ゆう　  き�

　　　  つ　ば　き�

　　　　　      はな�

　　　  はる　  き�

�

最
低
賃
金
が�

　
　
改
正
さ
れ
ま
し
た�

　
福
島
県
内
の
事
業
場
で
使
用
さ

れ
る
全
て
の
労
働
者
（
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
）
に
適
用

さ
れ
る
最
低
賃
金
が
、
次
の
と
お

り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。�

���������������

▼
福
島
労
働
局
賃
金
室�

　
０
２
４
―
５
３
６
―
４
６
０
４�

�

福
島
行
政
評
価
事
務
所
か

ら
の
お
知
ら
せ
で
す�

　
総
務
省
福
島
行
政
評
価
事
務
所

で
は
、
情
報
公
開
、
個
人
情
報
保

護
総
合
案
内
所
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
国
の
行
政
機
関
、
独
立
行
政

法
人
、
特
殊
法
人
の
情
報
公
開
や

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
制
度
を

円
滑
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
制
度
の
仕
組
み
、
開
示
請
求

手
続
き
、
各
行
政
機
関
等
の
請
求

窓
口
な
ど
、
制
度
全
般
に
わ
た
る

総
合
的
な
案
内
を
無
料
で
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
行
政
評
価
事
務
所�

　
０
２
４
―
５
１
５
―
０
１
９
３�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/�

kanku/tohoku/fukushim
a/�

fukushim
a.htm

l�

　�国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集�

　
林
野
庁
関
東
森
林
管
理
局
で
は
、

国
有
林
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に

お
答
え
い
た
だ
い
た
り
、
国
有
林

の
管
理
経
営
に
対
す
る
意
見
や
提

言
を
お
伺
い
す
る
、
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。�

▼
募
集
人
員
　
70
名�

▼
募
集
期
間�

　
12
月
１
日
〜�

　
　
　
　
　
平
成
19
年
１
月
12
日�

▼
モ
ニ
タ
ー
依
頼
期
間�

　
平
成
19
年
４
月
〜�

　
　
　
　
　
　
　
平
成
20
年
３
月�

▼
応
募
方
法�

　
郵
便
ハ
ガ
キ
に
、
◇
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
◇
性
別
◇
生
年
月
日
◇

年
齢
◇
職
業
◇
住
所
（
郵
便
番
号
）

◇
電
話
番
号
◇
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

を
知
っ
た
き
っ
か
け
◇
応
募
の
理

由
（
１
０
０
字
程
度
）
を
記
載
し

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ�

関
東
森
林
管
理
局
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
担
当
（
企
画
調
整
室
内
）�

　
〒
３
７
１
―

８
５
０
８�

　
群
馬
県
前
橋
市�

　
　
　
　
　  

岩
神
町
４
―

16
―

25�

　
０
２
７
―
２
１
０
―
１
１
５
０�

�

架
空
請
求
の
手
口
が
巧

妙
化
し
て
い
ま
す
！�

　
「
未
納
料
金
に
つ
い
て
、
当
事

者
間
の
解
決
が
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
裁
判
所
へ
提
訴
し
受
理
さ
れ

た
」
と
い
う
内
容
の
ハ
ガ
キ
が
送

ら
れ
て
き
た
と
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。「
裁
判
所
へ
提
訴

し
受
理
さ
れ
た
」
と
だ
け
告
げ
る

こ
と
か
ら
、
架
空
請
求
と
気
が
つ

き
に
く
い
、
よ
り
巧
妙
な
手
口
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

架
空
請
求
と
同
様
に
、
記
載
さ
れ

て
い
る
電
話
番
号
へ
電
話
を
か
け

さ
せ
、
そ
の
後
お
金
を
支
払
わ
せ

る
よ
う
誘
導
す
る
こ
と
が
目
的
で

す
。�

▼
実
際
の
例�

◇
初
め
て
な
の
に
「
最
終
通
知
書
」

と
の
文
言
を
使
い
、
危
機
感
を
つ

の
ら
せ
ま
す
。
◇
「
も
し
か
し
た

ら
購
入
し
た
か
も
」
と
思
わ
せ
る

た
め
、
何
の
料
金
な
の
か
具
体
的

な
金
額
等
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て

い
ま
せ
ん
。
◇
更
に
負
担
が
増
え

る
か
の
よ
う
な
文
言
で
不
安
を
あ

お
り
ま
す
。
◇
請
求
書
や
督
促
状

で
は
な
い
と
し
て
信
ぴ
ょ
う
性
を

高
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。�

▼
対
処
法�

　
絶
対
に
連
絡
を
取
ら
ず
「
無
視
」

し
ま
し
ょ
う
。�

◇
記
載
の
電
話
番
号
へ
連
絡
を
取

る
と
、
お
金
を
支
払
わ
せ
よ
う
と

言
葉
巧
み
に
誘
導
し
ま
す
。�

◇
連
絡
を
取
る
こ
と
は
、
悪
意
の

あ
る
人
間
に
存
在
を
知
ら
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。�

◇
仮
に
相
手
か
ら
電
話
が
か
か
っ

て
き
て
も
「
利
用
し
て
い
な
い
も

の
は
支
払
わ
な
い
」
と
き
っ
ぱ
り

断
り
ま
し
ょ
う
。
勤
務
先
や
家
族

の
名
前
等
の
個
人
情
報
は
絶
対
に

話
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

◇
福
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー�

　
０
２
４
―
５
２
１
―
０
９
９
９�

◇
福
島
県
警
察
相
談
セ
ン
タ
ー�

　
　
♯
９
１
１
０（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
み
）�

　
０
２
４
―
５
３
３
―
９
１
１
０�

終
の
身
と
嘆
く
人
あ
り
園
に
来
て
一
人
秘
か
に
癒
せ
る
ご
と
し�

�

年
古
り
し
椎
の
大
樹
を
見
詰
め
お
り
樹
は
語
ら
ね
ど
知
り
尽
く
す
世
を�

�

実
ら
ざ
る
稲
穂
は
落
つ
る
滝
壺
に
農
の
丹
精
も
共
に
流
し
て�

�

鈴
虫
の
羽
根
を
震
わ
せ
懸
命
に
鳴
け
る
か
た
わ
ら
秋
風
の
立
つ�

�

長
寿
国
の
福
祉
に
守
ら
れ
生
き
る
日
の
爽
や
か
に
し
て
わ
が
命
あ
り�

�

阿
武
隈
の
川
面
の
日
陰
好
む
が
に
　
し
て
飛
ぶ
お
は
ぐ
ろ
蜻
蛉�

�

あ
ど
け
な
く
大
人
を
真
似
る
幼
子
の
し
ぐ
さ
に
零
る
縁
の
日
差
し
は�

�

―
― 

村
公
民
館�

�

川
崎
　
雄
子�

�

小
針
　
登
里�
�

小
針
　
愛
子�

�

小
針
み
ね
子�

�

真
弓
　
は
ん�

�

吉
田
　
英
祐�

�

吉
田
ハ
ツ
子�

夢
に
色
見
し
と
云
ふ
子
に
添
水
鳴
る�

見
た
夢
の
お
ぼ
ろ
に
目
覚
め
そ
ぞ
ろ
寒�

手
踊
り
の
終
り
て
と
ろ
ろ
飯
を
食
ぶ�

鈍

色

に

鍬

洗

わ

れ

て

秋

果

て

り�

歯

車
の
如

く
に
生

き

て

冬
に
入

る�

ポ
ー
ズ
と
る
児
の
お
と
な
び
て
七
五
三�

殖
え
き
た
る
嬰
の
カ
タ
コ
ト
秋
う
ら
ら�

駄
々
を
す
る
児
を
な
だ
め
て
や
千
歳
飴�

仁�

由
記�

真
知�華�

今
朝�公�

美
枝�

仁
美�

（前月比）�
1 , 9 9 4  戸 �

7 , 5 2 7  人 �

3 , 7 5 5  人 �

3 , 7 7 2  人 �

（＋1 5 戸 ）�

（＋2 2 人 ）�

（＋1 6 人 ）�

（＋ 6 人 ）�

世帯数�

人　口�

　男�

　女�

そ
う
ず�

た�

に
び�

や
や�



納税：村 県 民 税�
納税：国保保険税�
納税：介護保険料�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

�

不燃ゴミ：西部�

不燃ゴミ：東部�

不燃ゴミ：西部�

不燃ゴミ：東部�

�

資源ゴミ：東部�

資源ゴミ：西部�

資源ゴミ：東部�

資源ゴミ：西部�

不燃ゴミ：東部�
資源ゴミ：西部�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

月� 火� 水� 木� 金� 土� 日�

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

31

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

消防出初め式�
(8:30文体)�

成人式�
(10:30マーヴェラス末広)�
�
�
(休医)ひらた中央病院�

(平田村)

(元)スポーツサロン�
(13:00文体)�

地域子ども教室�
(13:00文体)

�
�
�
�
�
�
(休医)田中内科医院�

(石川町)

読み聞かせ会�
(10:00文庫)�

生き生き女性セミナー�
(13:30クラブ)�

(元)バドミントン教室�
(19:00文体)

(元)スポーツサロン�
(13:00文体)�

地域子ども教室�
(13:00文体)

乳がん検診(30～59歳)�
(8:30・13:00保セ)�
(元)スケート教室�
(9:00母畑レークサイド)�
�
�
(休医)添田医院�

(石川町)

(元)健康たいそう教室�
(9:30プール)�

6～7カ月児相談会�
(10:00保セ)�

１歳児相談会�
(13:30保セ)

３歳児健診�
(13:00保セ)

(元)健康たいそう教室�
(9:30プール)�

献血�
(13:00～17:00役場)

�

(元)ラージボール卓球�
(9:30文体)�

和太鼓教室�
(18:30四辻分校)

(元)ラージボール卓球�
(9:30文体)

乳がん検診(60歳以上)�
(8:30保セ)�

(元)ラージボール卓球�
(9:30文体)�

和太鼓教室�
(18:30四辻分校)

こぶし学級�
(9:30就改)�

転倒骨折予防教室�
(10:00保セ)�

なつ椿学級�
(13:30須公)

�(元)健康たいそう教室(3B)�
(9:30文体)

新春互礼会�
(12:30マーヴェラス末広)

�
�
�
�
�
�
(休医)ひらた中央病院�

(平田村)

�
�
�
�
�
�
(休医)ひらた中央病院�

(平田村)

元日�
�
�
�
�
�
(休医)ひらた中央病院�

(平田村)

転倒骨折予防教室�
(10:00保セ)�

３～４カ月児健診�
(13:30公立病院)�
(元)ワーキンググループ�
(18:30クラブ)

乳がん検診(60歳以上)�
(8:30須公)�

転倒骨折予防教室�
(10:00保セ)

エアロビクス教室�
(19:00文体)

成人の日�
�
�
�
�
�
(休医)ひらた中央病院�

(平田村)

すくすくクラブ�
(10:00保セ)�

エアロビクス教室�
(19:00文体)

�

三種混合予防接種�
(12:45保セ)�

チャレンジ講座�
(19:00クラブ)�

(元)健康たいそう教室(3B)�
(9:30文体)

育児教室�
(13:30保セ)

機能訓練�
(10:00保セ)

転倒骨折予防教室�
(10:00保セ)

○(休医)・休日当番医�
○(元)・・元気スポーツクラブ�
○文体・・文化体育館�
○クラブ・・文化体育館クラブハウス�
○保セ・・保健センター�
○文庫・・クックちゃん文庫�
○村グ・・村民グランド�
○就改・・就業改善センター�
○須公・・須釜公民館�

(元)スキー教室�
(7:00猪苗代)�

�
�
�
�
(休医)ひらた中央病院�

(平田村)

　今年の文化講演会は、11月17日に元体操選手
でオリンピック金メダリストの塚原光男さんを
講師に迎え、～果てしなき挑戦～と題して行わ
れました。�
　塚原さんは、月面宙返りは、たまたま目にし
たトランポリン競技から思いつき、体操競技に
取り入れたことや、モントリオールオリンピッ
クの時の秘話などを話しました。また、本物の
金メダルを会場に回して見せ、観客は実際に手
にとり、興味深げに見入っていました。�


